
森
安
孝
夫
編

ソ
グ
ド

か
ら

ウ
イ

グ

ル

へ

l

ー

シ

ル
ク

ロ
ー
ド
東

部

の
民
族

と
文

化

の
交

流

中

田

裕

子

本
書

は
、

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
東
部

地
域

に
お
け

る
貿

易
と
文
化
交
流

の
諸

相
」

〔卒
成

一
七
年

～

二
〇
年
度

科
學

研
究
費

補
助

金
、
基
盤

研
究

(
A
)

(
一
般
)

(以

下
、
メ

ン
バ
ー

が
用

い
て
き

た
簡
構

に
な
ら

い

「
新

シ
ル

ク

ロ
ー
ド
科

研
」
と

す

る
)
〕

で
得

ら
れ

た
成
果

を
ま
と

め
た
も

の
で
あ
る
。

評
者
も

二
〇
〇
六
年

の
調
査

に

一
部
蓼
加
し
た
も

の
の
、
今
回
は
執
筆
し

て

い
な

い
こ
と
か
ら
、
書
評
を
引
き
受
け
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
。

構
成
は
、
森
安
氏
に
よ

る
序
文
、
第
1
部

　
ソ
グ
ド
篇
、
第
2
部

　
ウ
イ

グ

ル
篇
、
第

3
部

　
行
動
記
録
篇
と
な

っ
て
お
り
、
第

1
部
、
2
部
は

こ
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
科
研

に
蓼
加
し
た
研
究
者
た
ち
が
實
際

に
現
地

に
赴

い
て
得

ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
し
た
論
文
集

で
あ
り
、
最
後

の
第
3
部
は
、
そ

の
調

査
時

の
詳
細
な
行
動
記
録

で
あ

る
。

本
書

の
特
徴
は
、
新

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
科
研
に
よ

る
現
地
調
査

で
様

々
な
碑

文
な
ど
を
實

見
し
た
成
果

や
景
観
調
査
な
ど

よ
り
得
ら
れ
た
結

果
を
基

に
、

鵬

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し

て
い
る
鮎

に
あ
る
。

こ
れ
は
、
第

3
部

に
特

に
詳

細
な
行
動
記
録
が
附
さ
れ

て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
で

あ
ろ
う
。

本
科
研

の
調
査
は
、
そ

の
名

の
通
り
中
央

ユ
ー

ラ
シ
ア
を
通
る

「
シ

ル
ク

ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
を
中
心
と
し

て
、
様

々
な
角
度
か
ら
そ

の
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

で
は
、
こ

の

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
は

い
か
な
る
も

の

で
あ

ろ
う
か
。

森
安
氏
は
序
論

の
中

で
、

こ
の

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は

東
西
を

つ
な
ぐ
線

で
は
な
く
、
東
西
南
北

に
廣
が
る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と
述

べ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
氏
が

二
〇

〇
七
年

に
上
梓

し
た
著
書

(
「
シ
ル
ク

ロ
ー

ド
と

唐
帝

國
』
、
講
談

肚
、
二
〇

〇
七
、
以

下
、
森

安

二
〇

〇
七
と

す
る
)

で
も

、
「
シ

ル
ク

ロ
ー
ド
と

は
決

し

て

「線
』

で
は

な
く

「面
』

で
あ

る
」

と
指
摘
す
る

(森
安

二
〇
〇
七
、
六
四
頁
)
。

森
安
氏

の
考
え

る

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」

は
、
「農
牧

接

壌
地
帯

(農
業
11
遊
牧
境
界
地
域
、
農
業
遊
牧
交
雑
地
域
、
牛
農
牛
遊
牧
地

帯
)
」
を

つ
ら

ぬ
き
、
中

國
な

ど

の
大
農

耕
文

明

圏

に

い
た

る
と

い
う

が

(本
書
、
序
文
、
七

-
八
頁
)
、
本
書

で
は
、
こ

の

「
農
牧
接
壌
地
帯
」
と

い

う
概
念
が
非
常
に
重
要
祠
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ

で
、
あ
ま
り

一
般
的

で
な

い

で
あ

ろ
う

「
農
牧
接
壌
地
帯
」
と

い
う
概
念
に

つ
い
て
若
干

の
読
明
を
加
え

た

い
。

こ

の
概
念

は
、
「
農
業

の
た

め
の
可
耕
地
と
遊

牧

・
放
牧

の
た

め
の
草
原

と
が
入
り
組
み
、
ど
ち
ら
に
も
利
用

で
き
る
廣
大
な
土
地
」

で
あ
る
と
森
安

氏
は
定
義

づ
け

る

(本
書

、
序

文
、
七
頁
)
。

こ
れ
は
、
森

安

二
〇

〇
七
で

も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
氏

の
研
究

の
中
核
を
な
す
概
念
と
も

い
え
よ
う

(森

安

二
〇
〇
七
、
五
九

-
六

一
頁
)
。

つ
ま

り
農
牧
接
壌

地
帯

で
は
、
牛

農
牛
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牧

の
遊
牧
民
と
農
耕
民
や
都
市
民
な
ど

の
定
住
民
が
入
り
交

っ
て
居
住
す

る

地

な

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

場
所

を

「
シ

ル
ク

ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
は
内
包
し

て
い
た
。

中
華
王
朝
と

い
う
と
、
農
耕
地
域
を
す
ぐ
さ
ま
想
像
す
る
か
も
し
れ
な

い

が
、
中
華
王
朝
が
支
配
し
た
領
域
に
は
、

こ
の
よ
う
な
農
耕
と
遊
牧
と
も

に

可
能
な
草
原
が
大
き
く
廣
が
る
。
た
と
え
ば
、
甘
粛
省
、
河
北
省
北
部
、
山

西
省
北
部
な
ど
に
は
、
現
在

で
も
草
原
と
可
耕
地

の
入
り
交
じ

っ
た
地
域
が

存
在
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
景
観
は
、
新
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
科
研

の
現
地
調

査

で
確
認
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
詳
細
は
第
3
部

　
行
動
記
録
篇
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
蓼
照
さ
れ
た

い
。
森
安
氏
は

こ
の
よ
う
な

「
農
牧
接
壌
地

帯
」
が

「
中
國
史

の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ

ム
を
生

み
出

し
た
中
核
部
」

(森
安

二
〇

〇
七
、
六

一
頁
)
と
と
ら
え
、

ユ
ー

ラ
シ
ア
地
域

の
現
地
調
査
を
お
こ
な
う

こ
と

に
よ
り
、
中
華
王
朝
と
さ
ら
に
そ
れ
を
と
り
ま
く
異
民
族
が
繰
り
廣
げ

た
東

ア
ジ

ア
に
お
け
る
眞

の
歴
史
像
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
た
。
本
書
は
森

安
氏

の
そ

の
よ
う
な
歴
史
観

の
集
大
成
と
も

い
え
よ
う
。

ま
た

、
森
安

氏
が

述

べ
る
遊
牧
民

と
定
住

民

の
地
を

内
包

す
る
と

い
う

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と

い
う
概

念
、
こ
れ
は
か

つ
て
問
野

英

二
氏
が
述

べ
た

「
中
央

ア
ジ

ア
に
お
け
る
南
と
北
」

(
『中
央

ア
ジ

ア
の
歴

史

　
草

原
と
オ

ア

シ
ス

の
世

界
』
、
講

談
杜

現
代
新

書
、
新
書

東
洋
史

⑧
、

一
九
七
七
、
以
下
、
間
野

一
九
七
七
と
す
る
)
と

い
う
概
念

に
通
じ
る
も

の

で
あ
る
と
、
評
者
は
考
え

る
。

聞
野
氏

は
中
央

ア
ジ

ア
に
は
大
き
く
分

け
て
二

つ
の
世

界
、
す

な
わ
ち
、

北
方

に
は

「草

原
地
帯
を

中
心
と
す

る
遊

牧
文
化
」
、
南
方

に
は

「
オ

ア
シ

ス
定
住
地
帯

の
農
耕
文
化
」
が
存
在
し

て
お
り
、

こ
の
相
異
る
生
活
様
式
を

も

っ
た
雨
者
が
、
時
に
は
征
服

・
被
征
服
、
支
配

・
被
支
配

の
相
互
補
完

の

共
存
關
係
に
あ

っ
た
と
指
摘
す
る

(問
野

一
九
七
七
、

一
〇
1

一
四
頁
)
。

森
安
氏

の
指
摘
す
る

「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド

:
不
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
も
、
問
野
氏

の

「
中
央

ア
ジ

ア
に
お
け
る
南
北
」
と

い
う
概
念
も
、
遊
牧
民
と
定
住
民

の

封
立
し
た
世
界
と
と
ら
え
る
鮎

に
お

い
て
、
非
常
に
近
し

い
も

の
で
あ
る
と

評
者
は
感
じ
る
。
森
安
氏
も
そ

の
著
作

で
、
農
牧
接
壊
地
帯

に
存
在
す
る
萬

里

の
長
城
が

「
農
耕
都
市
民
と
遊
牧
民
が
せ
め
ぎ
合

っ
て
き
た
中
國
史

の
流

れ
に
鷹
じ

て
、

こ
の
農
牧
接
壌
地
帯
を
北
上
し
た
り
南
下
し
た
り
し

て
、
揺

れ
動

い
て
き
た

の
で
あ

る
」
と
述

べ
て
い
る

(森
安

二
〇
〇
七
、
六

一
-
六

二
頁
)
。

違

い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
東
西

の
動
向

に
主
眼
を
お
く
か
、
南
北

の
關
係

に
重
き
を
お

い
て
論
を
進
め
る
か

の
ど
ち
ら
か

で
あ
る
、
と

い
う
だ
け

の
こ

と

で
あ

る
。
宇

山
智
彦
氏
も
雨

者

の
相
違

に
關

し

て
、
「
重
鮎

の
置
き
方

の

違

い
」
と
述

べ
て

い
る

(『
中
央

ア
ジ

ア
の
歴
史
と

現
在
』
、

ユ
ー

ラ
シ

ア

・

ブ

ッ
ク
レ

ッ
ト
七
、
東
洋
書
店
、
七
頁
)
。

さ
ら

に
近
年
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
商
人
と
し

て
高
名
な

ソ
グ
ド
人
と
遊
牧

民

で
あ
る
突
廠
が
混
血
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
く
中
で
、

も
は
や
中
央

ア
ジ

ア
の
歴
史
を
語
る
際
に
、
東
西

・
南
北
と

い
う

二
元
論
で

は
語
る
事
が

で
き
な
く
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

よ

っ
て
今
後
、
中
央

ア
ジ

ア
の
歴
史
研
究

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
主
と
す
る

時
代

・
地
域

に
慮
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
登
場
し

て
く
る

こ
と

に
な
る

の

で
あ

ろ
う
。

こ

の
よ
う
な
状
況
下

に
お

い
て
、
個
人

レ
ベ
ル
の
論
争
は
も
う
必
要
な

い
。

そ
れ
ぞ
れ

の
主
張
や
論
理
を
こ
え
た
先
に
、
新
た
な
中
央

ア
ジ

ア
の
歴
史
像

が
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
を
評
者
は
切

に
願
う
。

で
は
以
下

に
、
本
書

の
そ
れ
ぞ
れ

の
論
考
を
、
順
次
紹
介
し

て
い
く
。
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第

-
部

H
ソ
グ

ド

篇

第

-
部
は
、
ま
ず
森
安
孝
夫
氏

「
日
本

に
お
け

る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
上

の
ソ

グ
ド
人

研
究

の
回
顧
と

近
年

の
動
向

(増

補
版
)
」
か
ら
は

じ
ま
る
。
こ

こ

で
は
主

に
、

ソ
グ
ド
人

に
關
す

る
研
究
史
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
近
年

の
動

向

に

つ

い

て

森

安

氏

の

見

解

が

述

べ

ら

れ

て

い

る
。
こ

れ

は

諺
らミ

』
G・賊ミ
賊§

Z
ρ
奔
く
o
H
寒
圃
卜⊃
O
O
O。
＼
卜。鴇
、.冨
b
き
①
ω
①
力
①
ω
①
霞
含

8

夢
①
匹
ω
8
蔓

O
P
冨

ω
○
ゆq
9
き
ω
8

9
①
腔
一屏
力
o
巴

矯
ζ
巴
巳
団
ヰ
OB

ω
○
ゆq
9
磐

鋤
8

0
臣
轟

、、

の
日
本
語
版

で
あ
る
と

い
う
。
本
書
は
、
英
語
版
が

二
〇
〇
六
年
ま

で
を
封

象
と
し
た

の
に
封
し
、
そ
れ
以
降
に
出
版
さ
れ
た
研
究
も
加
え
ら
れ

て
い
る

た
め

に

「
増
補
版
」
と
さ
れ
る
。
明
治
末
期
か
ら
最
近
獲
表
さ
れ
た
新
し

い

概
念
を
取

り
込
ん
だ
研
究
ま

で
が
網
羅
的

に
紹
介

さ
れ

て
い
る
と
同
時

に
、

さ
ら

に
森
安
氏
に
よ
る
評
償
が
附
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
新
た
に

ソ
グ
ド
研

究
を

目
指

す
學
生

・
初
學
者

に
と

っ
て
は
、
非
常

に
便
利

な

「手

引
き
書
」

と
な

っ
て
い
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
た
だ
残
念
な

の
は
、
第

1
部

に
お

い
て
も
次

の
第
2
部
ウ
イ
グ

ル
篇
に
お

い
て
も
、

ウ
イ
グ

ル
研
究

の
回
顧
と

展
望
が
附
さ
れ

て
い
な

い
こ
と

で
あ
る
。
森
安
氏

の
專
門
分
野

で
も
あ
る

ウ

イ
グ

ル
に
關
す
る

「
回
顧
と
近
年

の
動
向
」
は
、

ウ
イ
グ

ル
語

・
ウ
イ
グ

ル

史
を
學

ぶ
者

の
指
標
と
な

る
こ
と
は
問
違

い
な

い
。
今
後
改
め

て
公
表
さ
れ

る

こ
と
を
期
待
し
た

い
。

次

に
荒
川
正
晴
氏

「
唐
代
天
山
東
部
州
府

の
典
と

ソ
グ
ド
人
」
を
牧
録
す

る
。荒

川
氏
は
、

二
〇
〇
六
年

に
ト

ル
フ
ァ
ン
で
襲
見
さ
れ
た

「
龍
朔

二

・
三

(六
六

ニ
ー
六

六
三
)
年

西
州
都
督
府

案
巻
爲
安

稽
再
羅
緑
部
落
事

」
と
題

W

さ
れ
る
文
書
を
検
討
し
た
。

こ
の
文
書
は
、
す

で
に
榮
新
江
氏

に
よ
る
詳
細

な
検
討
が
存
在
す
る

(榮
新
江

「
新
出
吐
魯
番
文
書
に
見
え
る
唐
龍
朔
年
問

の
寄
羅
緑

部
落
破
散

問
題
」

『内

陸

ア
ジ

ア
言
語

の
研
究
』

二
三
、
二
〇
〇

八
、

一
五

一
-

一
八
五
頁

〔原
載

「
新
出
吐
魯
番

文
書
所
見
唐
龍
朔
年
間
舟

羅
緑

部
落
破

散
問

題
」

「西
域
歴

史
語

言
研
究

集
刊
』

一
、
科
學

出
版

杜
、

二
〇
〇
七
、

一
三
-
四
四
頁
〕
)
。

こ

の
文
書
は

い
く

つ
か

の
断
片
に
分
か
れ

て
い
る
が
、
榮
氏
に
よ

っ
て
A

～

E
組

に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ

て
い
る
。
榮
氏
は
こ

の
う
ち

の

「
C
組
」
文

書

の

一
-
四

一
行
目
を
西
州
都
督
府

の
牒
文

で
あ
る
と
し
、

四
ニ
ー
四
三
行

目
を
先

の
牒
文

の
抄
目
と
み
な
し
た
。
さ
ら

に
、
四
四

-
四
九
行
目
は
西
州

都
督
府

の
典

・
康
義
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
牒

で
あ
る
が
、
官
印
が
な

い
こ

と
か
ら
、
控
え
か
草
稿
と
考
え
た
。

し
か
し
荒
川
氏
は
他

の
ト

ル
フ
ァ
ン
文
書
と
比
較
し
た
結
果
、
榮
氏

の
指

摘
に
異
議
を
唱
え
、

一
-
四

一
行
目
ま
で
を
1
文
書
と
呼
び
西
州
都
督
府
戸

曹

の

「
關
式
文
書
」

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
氏

に
よ
れ
ば
、

こ
の
關
式
文
書

と
は

「
州
府

や
都
護
府
内

の
諸
曹
同
士

で
や
り
取
り
さ
れ
る
文
書

で
あ
り
な

が
ら
、
州
府

や
都

護
府

の
官
印

が
捺

さ
れ

る
も

の
」
と

い
う

(本
書

五
〇

頁
)
。

ま
た
四

ニ
ー
四
八
行
目
ま
で
を
H
文
書
と
し
、
「
固
定
的
な
機
關

(官
司
)

に
所
囑

し
な

い
典
か

ら
西

州
都
督
府

に
宛

て
た

『謹
牒
』
式
文
書

で
あ
る
」

と
指
摘
し
た

(本
書
五
四
頁
)
。

こ

の
典

に

つ
い
て
、
荒
川
氏

は
、
「唐

代

の
典
と

は
こ
れ
ま

で

一
般
的
に

固
定
的
な
機
關
附
き

の
書
記
と
し

て
理
解
さ
れ
る
部
分
が
多

い
」
と
読
明
す

る

一
方
、
「
「～

使
』
」

の
肩

書
き

を
も

つ
官

に
典

が
附
き

從
う

こ
と
が

多

か

っ
た
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
氏
は
そ

の
例
と
し

て
ト

ル
フ
ァ
ン
文
書

の
中

か
ら
使
者

と
と
も

に
典

が
派

遣
さ
れ

て

い
る
例
を
基
げ
、
「
典

は
軍

に
文
書
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を
作
成
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
實
際

に
獲
出
先

に
出
向

い
て
文
書
を
傳
達
も

し
く
は
獲
出
先

で
文
書
を
作
成
し
提
出
す
る
た
め

に
」
派
遣
さ
れ

て
い
た

の

だ
と
す

る

(本
書
五
四
頁
)
。

ま
た
荒
川
氏
は
、
ト

ル
フ
ァ
ン
文
書
中

に
は
、
典

に
任
命
さ
れ

て
い
た

ソ

グ
ド
人
が
多
く
登
場
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た

(本
書
五
八

-
五
九
頁

の
表
を

蓼
照
)
。

さ
ら

に
、
氏
は

二
〇
〇
四
年

に
ト

ル
フ
ァ
ン

・
バ
ダ

ム
で
獲
見
さ
れ
た

ソ

グ
ド
語
官
文
書

の
存
在
よ
り
、

ソ
グ
ド
人
た
ち
は
鵜
廉
州
府

に
お

い
て
も
官

文
書
を
作
成
す
る
任
務

に
就

い
て
い
た
が
、
鵜
廉
州
府
が
唐

の
支
配
を
受
け

る
よ
う

に
な

っ
た
初
期
は

ソ
グ
ド
語

で
文
書
を
作
成
、
そ

の
後
、
漢
文

で
文

書
を
作
成
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
指
摘
す
る
。

ト

ル
フ
ァ
ン
文
書
に
精
通
し

て
い
る
荒
川
氏

で
な
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な

文
書
書
式

に
も
と
、、つ
い
た
精
緻
な
検
討
は

で
き
な
か

っ
た

で
あ

ろ
う
。

次

に
石
見
清
裕
氏

「
西
安
出
土
北
周

『史
君
墓
誌
』
漢
文
部
分
課
注

・
考

察
」

に
つ
い
て
述

べ
る
。

こ
の
史
君
墓
誌
は

二
〇
〇
三
年
に
西
安

の
北
郊

で
獲
掘
、
獲
見
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
同
時

に
獲
見
さ
れ
た
史
君
墓

の
石
棺
は
非
常
に
特
徴
的

で
あ
り
、

上
部

に
は
瓦
を
か
た
ど

っ
た
中
國
風

の
屋
根

が
あ
し
ら
わ

れ
て

い
る

の
に
、

周
園

に
施
さ
れ
た
彫
刻
は
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
要
素
な
ど

の
ソ
グ
ド
風

の
文

化
的
意
匠

の
モ
チ
ー

フ
が
彫
刻
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら

に
、
注
目
を
集
め
た

の

は
、
石
棺

の
正
面

の
庇
部
分

に
掲
げ
ら
れ
た
長
方
形

の
石
板

に
、

ソ
グ
ド
語

文
と
漢
文

の
二
言
語
が
刻
ま
れ

て
い
た
こ
と

で
あ

る
。
石
見
氏
は
新
シ

ル
ク

ロ
ー
ド
科
研

に
よ
る
現
地
調
査

に
よ

っ
て
こ
れ
を
實
見
し
、
漢
文
部
分

の
録

文

の
確
定
を
行

い
、
さ
ら

に
課
注
と
考
察
を
行

っ
た
。
次
に
言
及
す
る
吉
田

氏

の
論
考

で
は
、

ソ
グ
ド
語
部
分

の
象
刻
は
明
ら
か

に
ソ
グ
ド
語
を
知

っ
て

い
る
人
間
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
い
る
と

い
う
。
そ

の
事
情
を
勘
案
し

て
、
筆

者
は
漢
文

の
象
刻
が
稚
拙

で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
漢
字
文
化
に
精

通
し

て
い
な

い
ソ
グ
ド
人
に
よ

っ
て
象
刻
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
漢
文

の
内
容
は
中
國

の
古
典

に
依
糠
し
た
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ

ち
ら
は
中
國
文
化

に
精
通
し

て
い
る
も

の
に
よ

っ
て
作
文
が
爲
さ
れ
た
と
述

べ
る

(本
書
七
八
頁
)
。

ま
た
本
墓
誌

で
非
常

に
重
要
な

の
は
、

ソ
グ
ド
語
に
は

「
キ

ッ
シ

ュ
國

の

姓

で
姑
戚

の
在
住

(
の
者
)
が

い
た
」
、
漢
文

に

は

「史

國

の
人

で
あ

る
」

と
刻
ま
れ
る

こ
と

で
あ
る
。
こ

の
こ
と
よ
り
、
文
字
史
料

に
お

い
て

「
キ

ッ

シ

ュ
ー1
史
國
」
「
史
姓

1ー
キ

ッ
シ

ュ
出
身

ソ
グ
ド
人
」
と

い
う

こ
と

が
初

め

て
讃
明
さ
れ
た
。
墓
主

の

一
族
は
お
そ
ら
く
キ

ッ
シ

ュ
よ
り
移
住
し

て
き
た

ソ
グ
ド
系

の
人
物

で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。
さ
ら

に
氏
は
、
彼
ら

一
族

の
移
住

時
期
が
北
魏
末

で
あ
る

こ
と
が
漢
文
内
容
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
る
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、
「
薩
保

到
事

曹
主
」
と

い
う

地
位

に
就

い
て

い
た

こ
と
も

記
さ

れ

る
。
「
薩
保
」
と

は
も

と
も
と

ソ
グ
ド
語

の
サ

ル
ト
パ
ウ
と

い
う

キ

ャ
ラ

バ
ン
隊
長
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ

っ
た
が
、
漢
字
で

「
薩
保
」
「
薩
寳
」
「
薩

甫
」
な
ど
と
音
寓
さ
れ
、
階
以
前

で
は

ソ
グ
ド
人
集
落

の
長
を
指
し
、
唐
以

後
に

ソ
グ
ド
人
集
落
が
州
縣
制

に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
と

教
徒

の
管
理
者
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
。
ま
た

「
曹
主
」

の
曹
は
、

地
方
官
署

の
屡
官
と
し

て
漢
魏
以
來

の
名
禰

で
あ

っ
た
と
筆
者
は
指
摘
す
る

(本
書
八
七
頁
)
。
お
そ
ら
く
、
薩
寳
府
は

「
曹
」
に
あ
た
る

い
く

つ
か

の
部

署
に
分
か
れ

て
お
り
、
曹
主
は
そ

の
長

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
。
到

事
は

そ
の
文

字

の
意
味

か
ら
法

曹

・
司
法
な
ど
を
憺

當
す

る
と
考
え

ら
れ
、

史
君
は
薩
寳
府

の
司
法

に
關
わ
る
曹

の
長

で
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ

は
、

い
ま
だ
謎

に
包
ま
れ
た
薩
寳
府

の
制
度
を
知
る
上

で
も
非
常

に
重
要
な
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で
あ

る
。

次

に
石
見
氏
も
と
り
あ
げ
た
史
君
墓
石
板
に
刻
ま
れ
た

ソ
グ
ド
語
面

の
解

讃

に
當
た

っ
た
吉
田
幽豆
氏

の

「
附
論

　
西
安
出
土
北
周

『史
君
墓
誌
』

ソ
グ

ド
語
部
分
詳
注
」

に
つ
い
て
述

べ
る
。

こ
の
ソ
グ
ド
語
部
分
は
石
板

の
右
側
牛
分
以
上
を
占
め

て
お
り
、
縦
書
き

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

ソ
グ
ド
語
は
當
初
横
書
き

で
書
か

れ
て

い
た
が
、

こ
の
石
板
が
刻
ま
れ
た
六
世
紀

の
後
牛
に
は
縦
書
き
が
始
ま

っ
て
い
た

こ
と

が
わ
か

る
。
ま
た
吉
田
氏

に
よ

る
と
、
こ

の
ソ
グ
ド
語
部
分
は
手
慣
れ
た
書

き
手

に
よ

っ
て
書
か
れ
た
印
象
を
與
え
る
が
、
漢
文

の
書
き
手
と
同

一
人
物

で
あ

っ
た
か
ど
う
か
到
断
す
る
材
料
が
な

い
と

い
う
。

本
論
は
吉
田
氏

に
よ
る
詳
細
な

テ
キ

ス
ト
、
讃
み

の
注
、
翻
課
、
課
注
が

爲
さ
れ

て
お
り
、

ソ
グ
ド
語
版
と
漢
文
版
を
比
較
す
る

こ
と

に
よ
り
得
ら
れ

た
、

ソ
グ
ド

語

の
固
有
名
詞

の
漢

字
音
音
爲
例

が
掲

げ
ら
れ

て

い
る

の
で
、

た

い

へ
ん
有
盆

で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
石
板

の
漢
文
部
分

に
は

「
祀

の
阿
史
般
木
陀
は
本
國

の
薩
保
た

り
」
と

い
う

一
文
が
見
え

る
。
石
見
氏
は

こ
の

「
本
國
」
に
は

「
故
國
」
と

「
こ
の
國
」

の
爾
義

が
あ
る
と
指
摘

し
、
こ

の

「
本
國
」

は

「
北
魏

」
で
あ

り
、
「
史
君

の
祀
父
は
北
魏

で
薩

保
と
な

っ
た
」
と
結
論
づ
け

る

(本
書
八

三

頁

)
。
し

か

し
、
吉

田

豊

氏

は
、

ソ

グ

ド

語

面

の
當

該

箇

所

に

は

「
ω毫

身
匠
訪
B
」
と
あ

っ
て
、

こ
れ
を

「
ソ
グ
ド
本
國
」
と
解
繹

し
て
お
り
、

史
君

の
祀
先

の
移
住
時
期

に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ

ろ
う
。

山
下
將

司
氏

「
北
朝
時
代
後
期

に
お
け

る
長

安
政
権
と

ソ
グ
ド
人

西
安

出
土

『北

周

・
康

業
墓

誌
』

の
考
察

1

」

で
は
、

二
〇
〇
四
年

に

出
土
し
た
康
業
墓
誌
を
考
察
し
、
西
魏
時
代
に
お
け
る
長
安
在
住

の
ソ
グ
ド

㎜

人

の
状
況
と
西
魏

・
北
周
政
権
と

ソ
グ
ド
集
團
と

の
關
係

に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
。

こ
の
墓
誌
は
、
北
魏
か
ら
西
魏
、
北
周
に
わ
た
る
康
業

の
父
と
自

身

の
事
績
が
記
さ
れ
る
。

本
論

で
は
ま
ず
、
山
下
氏

に
よ
る
録
文

・
訓
讃

・
語
繹

・
口
語
課
が
附
さ

れ

て
お
り
、
さ
ら

に
康
業
親
子

の

「
大
天
主
」
就
任
に

つ
い
て
検
討
さ
れ

て

い
る
。

こ
の

「
大
天
主
」
と
は
墓
誌
史
料

に
は

一
例

「
州
天
主
」
と

い
う
例

が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
編
纂
史
料
に
は
全
く
現
れ
な

い
語

で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
山

下
氏

は
、

こ

の

「大

天
主

」
と

「
主
」
と

い
う

字

が
共

通
す

る

「
祓

主
」
と

の
關
連
性

に
着
目
し

て
論
を
進
め
た
。
厭
主
と
は
祓
教

(ゾ

ロ
ア
ス

タ

ー
教
)

の
柿

殿
を
祀

る
職

で
あ
る
。

ソ
グ
ド
人

は
中
國
國
内

に
移

住
し
、

聚
落
を
作

っ
て
い
た
こ
と
は
周
知

の
事
實

で
あ
る
。
そ
し

て
、

ソ
グ
ド
人
た

ち
は

そ
れ
ぞ

れ

の
集
落

に
彼

ら
が
信
仰

し

て

い
た
厭
教

(
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー

教
)

の
紳
殿
を
築

い
て
い
た
。
山
下
氏
は
、
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
意
味
す
る

「
祓
」
と

い
う
文

字

は
唐

代
初

期

に
創
出

さ

れ
た
も

の
で
、
そ

れ
以
前

は

「
胡
天
」
「
天
柿
」
な
ど

の
語
句

で
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
表
し

て
い
た
と

い
う

陳
垣
氏

の
先
行
研
究
を
引
用
し

(「
火
厭
教
入
中
國
考
」

『國
學
季
刊
』

一
-

一
、
北
京
大
學
、

二
七
-
四
六
頁
、

「陳
垣
學
術
論
文
集
第

一
集
』
、
中
華
書

局
、

一
九
八
〇

に
再
録
、
本
書

=

一五

-

一
二
六
頁
)
、
「
大
天
主
」
と

「
祓

主
」
が
關
連
す
る
と
述

べ
る
。

ま
た
墓
誌

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
康
業

の
父
は

二
度
に
わ
た

っ
て
大
天
主
と

な
り
、
康
業
自
身
は

一
度
だ
け
大
天
主
と
な

っ
て
い
る
。
山
下
氏
は

い
ず
れ

の
大
天
主
就
任
も
皇
帝

に
よ
る
承
認
が
必
要

で
あ

っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
北

朝

の
長
安
政
権

の
ソ
グ
ド
人
聚
落

へ
の
管
理

・
干
渉
が
徹
底
し

て
い
た
と
結

論
づ

け
た
。
さ

ら

に
、
氏

は
、
康

業

の
父

が

「車

騎
大

將
軍

・
雍

州
呼
藥

で

あ

っ
た

程
門
」
や

「
西
國
胡

の
豪

望
」
に
よ

っ
て
大

天
主

に
推
墨

さ
れ
た
、

と

い
う
記
述

に
注
目
す
る
。
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山
下
氏

に
よ
れ
ば
程
姓
は

ソ
グ
ド
人

の
姓

で
あ
り
、
程
門

の
帯
び

て
い
た

「
車
騎
大
將

軍
」
と

い
う
身
分

は
軍
府

の
長
官

で
あ
る
可
能
性

が
高

い
こ
と

か
ら
、

ソ
グ
ド
集
團
が
程
門

の
下

で
軍
府
と
し

て
統
括
さ
れ

て
い
た
と

い
う
。

ま
た

「
豪
望
」
は
軍
な
る
有
力
者

で
は
な
く
、
そ

の
下

に
附
き
從
う
人

々
を

含
め
た

「
階
暦
」
を
指
す
と
述

べ
る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
よ
り
、
山
下
氏
は
當
時

の
長
安

に
は
相
當
規
模

の
ソ
グ
ド

人
聚
落
が
あ

っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
そ

の
聚
落

の
代
表
者
が
西
魏
政

権
下

で
官
職
を
得

て
お
り
、
代
表
者
を
通
じ

て
西
魏
政
権
と

の
交
渉
を
行

っ

て
い
た
と
指
摘
す
る
。

福
島
恵
氏

「
「安

元
壽
墓
誌
』

(唐

・
光
宅

元
年

)
課
注

」
で
は
、
太
宗

・

李
世
民

の
陪
葬
墓

で
あ

っ
た
安
元
壽

の
墓
よ
り
獲
見

さ
れ
た
墓

誌

の
繹
注

・

考
察
が
行
わ
れ
る
。
本
墓
誌
も
新

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
科
研

に
よ
る
實
見
調
査

に

よ
り
、
録
文
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら

に
語
繹

・
現
代
語
諜
が
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
本
墓
誌
は
非
常

に
長
文

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
緻
な
課

注
が
な
さ
れ

て
お
り
、
幅
島
氏

の
根
氣
強
さ
に
は
脱
帽
せ
ざ
る
を
え
な

い
。

本
墓
誌
に
は
元
壽
が
武
威

の
安
氏

の

一
族

で
あ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い

る
。
武
威

の
安
氏

は
當
時
名

族
と

し

て
よ
く
知

ら
れ
、
そ
れ

は
安
元
壽

の

父

・
興
貴
と
そ

の
弟

・
修
仁
が
階
末

に
涼
州

一
帯

に
勢
力
を
保

っ
て
い
た
李

軌
を
打
ち
倒
し
、
唐
に
蹄
屡
し
た
た
め

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
安
氏
は
商

人

で
は
な
く
武
人
と
し

て
活
躍
し

て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
と
、
幅
島
氏
は
指

摘
す
る
。
さ
ら
に
山
下
氏

の
論
文
を
引
用
し
、
安
元
壽
は
夏
州
群
牧
使
と

い

う
牧
場
を
管
理
す
る
地
位

に
就

い
て
い
る
が
、
そ

の
こ
と
か
ら
安
元
壽

の
生

業
は
軍
馬

の
生
産

で
あ
り
、
安
氏

一
族
は
代

々
私
的
に
螢
ん

で
き
た

「
牧
場

主
」

で
あ
る
と
す
る

(山
下
將
司

「
唐

の
監
牧
制
と
中
國
在
住

ソ
グ
ド
人

の

牧
場
」

『東
洋
史
研
究
』
六
六

-
四
、

二
〇
〇
七
)
。
ま
た
幅
島
氏
は
安
修
仁

の
家
が
洛
陽

の
南
市
に
近

い
恵
和
坊
官
舎

で
あ

っ
た

こ
と
、
安
元
壽

の
妻
程

氏
が
長
安

の
西
市

に
近

い
懐
遠
坊

で
死
亡
し
た

こ
と
か
ら
、
武
威

の
安
氏
が

涼
州

・
洛
陽

・
長
安
を
結
ぶ
交
易
活
動
に
も
從
事
し

て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、

安
元
壽

の
家
業
を
、
牧
場
業
と
そ
こ

で
生
産
さ
れ
た
馬
を
責
買
す
る
商
業

の

讐
方

で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

(本
書

一
六
六
頁
)
。

こ
れ

に
は
評
者
も
同
意
見

で
あ
る
。
評
者
も

二
〇
〇
五
年

の
中
央

ア
ジ

ア

學

フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
獲
表

で
、
安
緑
山
が

「
群
牧
使
」
と

い
う
地
位
に
就

い

て
い
る

こ
と
な
ど
を
例

に
墨
げ
、

ソ
グ
ド
系

の
も

の
が
唐
代

の
牧
場
を
管
理

す
る
重
要
な
地
位

に
就

い
て
い
る
こ
と
を
す

で
に
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
論
考

に
お

い
て
、
後
述
す
る

ソ
グ
ド
人
と
突
厭

の
混
血
集
團

で
あ
る
六
胡
州

の
居

住
民
が
牧
業
を
螢
み
、
馬
を
大
量
に
飼
育
し
,
責
買
し

て
い
た
こ
と
な
ど
も

言
及

し
た

(
中
田
裕
子

「
唐
代

六
胡
州

に
お
け

る

ソ
グ
ド
系
突

廠
」

「東

洋

史
苑
』
七

二
、

二
〇
〇
九
)
。

森
部
豊
氏

「増

補

　
7
～

8
世
紀

の
北

ア
ジ

ア
世
界
と
安
史

の
齪
」
は
、

『
ソ
グ
ド
人

の
東
方
活
動
と
東

ユ
ー

ラ
シ

ア
世
界

の
歴
史
的
展
開
』

(關
西
大

學
出
版
部
、

二
〇

一
〇
、
以
下
、
森
部

二
〇

一
〇
)
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
に

改
訂
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
、
安
史

の
齪

の
中
核
と
な
る
軍
隊
に

は
多
敷

の
北

ア
ジ

ア

・
東
北

ア
ジ

ア
系
諸
族
が
多

く
含
ま
れ

て
い
た
が
、
そ

の
中

に
は
、

ソ
グ
ド
人
、

ソ
グ
ド
系
武
人
も
含
ま
れ

て
い
た

こ
と

に
着
目
す

る
。
な
か

で
も
、

ソ
グ
ド
人
と
突
廠

の
混
血
し
た
集
團
が
安
史
軍

に
存
在
し

て
い
た

こ
と
か
ら
、
安
史
軍
に
お
け
る

ソ
グ
ド
系
突
廠

の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。森

部
氏
は
遊
牧
民
化
し
た

ソ
グ
ド
人
、

つ
ま
り

ソ
グ
ド
系

の
武
人
を

「
ソ

グ
ド
系
武
人
」
と
呼
び
、
さ
ら

に
、

ソ
グ
ド
人
と
突
厭

の
混
血
集
團
を

「
ソ

グ
ド
系
突
厭
」
と
呼
ん

で
い
る
が
、
森
部
氏
は
そ

の
主
膿
を

「
あ
く
ま

で
ソ
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グ
ド
人
」
と
し

て
述

べ
る
。

こ
こ
で
こ
の
名
構
に
關
す
る
読
明
と
新
た
に
評
者

の
考
え
る

「
ソ
グ
ド
系

突
厭
」

に
つ
い
て
、
述

べ
て
お
き
た

い
。

こ
の

「
ソ
グ
ド
系
突
厭
」
と
は
、
し
ば
し
ば
本
書

で
も
登
場
す
る
が
、

こ

の
名
構

は
評
者
も

二
〇
〇
二
年

に
提
出

し
た
修

士
論
文

で
使

用
し
た

(「
ソ

グ

ド

人

の
東

方

活

動

に

つ
い

て

1

特

に
安

史

の
齪

前

後

を
中

心

に

ー

」

『龍
谷
大
學
大
學
院
研
究
科
紀
要
』
第

二
四
集
、

二
〇
〇

二
)
。
そ

の

後
、
森
安
氏

の
論
考

「
ウ
イ
グ

ル
か
ら
見
た
安
史

の
齪
」

(
『内
陸

ア
ジ

ア
言

語

の
研
究
』

一
七
、

二
〇
〇

二
、
以
下
、
森
安

二
〇
〇

二
)

で
も
引
用
さ
れ

た

が
、
森
安

氏
は
、
「
こ

の
よ
う

な
概
念
を
齋

藤

・
森

部

・
中
田
が

同
時
期

に
論

じ
た
」

(森

安

二
〇
〇
二
、

一

一
八
頁
)
と

述

べ
る
。
齋
藤
勝

氏

の
論

考
は
未

獲
表

で
あ

る
が
、
森
部

氏
と
評
者

の
概
念

は
活
字
化

さ
れ
て

い
る
。

さ
ら

に
森
部
氏
と
評
者

の
概
念

に
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
る

の
で
、
以
下

に

紹
介
す

る
。

森
部
氏
と
評
者
は
そ
れ
ぞ
れ

「
ソ
グ
ド
系
突
蕨
」
と

い
う
名
構
を
用

い
て
、

ソ
グ
ド
人
と
遊
牧
民

・
突
厭

の
混
血
集
團
を
表
現
し

て
い
る
が
、
森
部
氏
は

本
書

や
森

部

二
〇

一
〇
で
、
「突

厭

の
血
を
引

い
た

ソ
グ

ド
人
」
と

し

て
お

り
、
遊
牧
民
化
し
た

ソ
グ
ド
人
を

ソ
グ
ド
系
突
厭
と
す
る
。

そ
れ

に
封
し

て
、
評
者
は
當
初
か
ら
あ
く
ま

で

「
突
廠
人
」
と
し

て
こ
の

集
團
を
と
ら
え

て
い
る
。
本
書

で
森
安
氏
が

「
後

で
言
及
す
る
中
田
裕
子
と

の
混

齪
を

避
け

る
た
め

に
は
、
む
し

ろ

「突

厭
系

ソ
グ

ド
人
」
な

い
し
は

「
ト

ル
コ
化

ソ
グ
ド
人
」
「
ト

ル
コ
系

ソ
グ
ド
人
」
と
言

っ
た
方
が
よ
か

っ
た

か
も
し
れ
な

い
」

(本
書

一
九
頁
)
と
述

べ
る

の
は
、
こ

の
た
め

で
あ
る
。

で
は
、

ソ
グ
ド
系
突
厭
が

「
突
厭
」

で
あ
る
と
主
張
す
る

こ
と

に
、
ど

の

皿

よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
。

そ
れ
は
遊
牧
民

で
あ
る
か
ら

こ
そ
獲
得

で
き
た

「
養
馬
」
と

い
う
技
術
で

あ
る
。
中
國
國
内

に
移
住
し

て
き
た

ソ
グ
ド
系
突
廠
集
團

で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

「
六
胡
州
」

の
住
民
は
馬
を
養

い
育

て
責
買
し

て
い
た
と

い
う
。
こ

の

養
馬
と

い
う
技
術
は
、
や
は
り
遊
牧
民

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
獲
得

で
き
た
技

術

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
。

森
部
氏
は

二
〇
〇

一
年
に
獲
表
さ
れ
た
論
考

「
後
習
安
萬
金

・
何
氏
夫
妻

墓
誌
銘
お
よ
び
何
君
政
墓
誌
銘
」

(
『内
陸

ア
ジ

ア
言
語

の
研
究
』

一
六
、
二

〇
〇

一
)

に
お

い
て
、
遊
牧
化
し
た

ソ
グ
ド
人
を

「
ソ
グ
ド
系
武
人
」
と
名

付
け

て
い
る
。
こ

の
名
禰
こ
そ
森
部
氏

の
考
え
る

「
ソ
グ
ド
人
と
突
厭

の
融

合
し
た
」
集
團

の
性
格
を
最
も
的
確

に
表
し

て
い
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ

の
概
念
を
廣
め
た
功
績
は
森
部
氏

に
よ
る
と
こ

ろ
が
非
常
に
大

き

い
の
で
あ
り
、
評
者
も
森
部
氏

の
「
ソ
グ
ド
系
突
廠
」
の
定
義
に
は
賛
同
は

で
き
な

い
が
、
敬
意
を
梯

い
た

い
。

石
見
清
裕
氏

「
唐

の
内
陸

ア
ジ

ア
系
移
住
民
封
象
規
定
と
そ

の
攣
遷
」
で

は
、
石
見
氏
が
以
前
検
討
し
た
北

ア
ジ

ア

・
中
央

ア
ジ

ア
か
ら

の
移
住
民
封

象
規
定
を
再
度
検
討
す
る
。
と
く
に
本
論

で
中
心
と
な

っ
て
い
る

の
は
、
石

見
氏

が

一
九
九

五
年

に
襲
表

し
た

「
唐
代

の
内
附
異

民
族
封
象

規
定
を

め

ぐ

っ
て
」

(堀
敏

一
先
生
古
稀
記
念

『中
國
古
代

の
國
家
と
民
衆
』
、
汲
古
書

院
、

一
九
九

五
、
の
ち
石
見
清
裕

『唐

の
北
方

問
題
と
國
際
秩

序
』
、
汲
古

書
院
、

一
九
九
八

に
再
録
)

の
う
ち

で
取
り
墨
げ
た

『唐
令
拾
遺
』
賦
役
令

第
六
條
、
武
徳
七
年
令
、
開
元
七
年
令
に
見
え
る

「
賦
役
令

・
内
府
民
族
封

象
規
定
」

で
あ
る

(本
書
内

で
は
史
料
3
と
さ
れ
る
)
。

石
見
氏

は
奮
稿

に
お

い
て
、

こ
の
規
定
を

(
a
)
戸
等

規
定
、

(b
)
銀

銭
徴
税
規
定
、

(
c
)
附
貫
後
三
年
目
以
降

の
羊
徴
税
規
定
、

(d
)
羊

の
い

な

い
場

所
で

の
折
納
、
お

よ
び
從
軍

の
代

償

の
免
除
規
定

、
(
e
)

二
世

の
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百
姓
化

規
定

の
項

目
に
分
類

し
た
。
さ
ら

に
、

(
b
)
か

ら

(
c
)

の
繋
が

ー

り

に
お

い
て
、
な
ぜ
附
貫
直
後
は
銀
銭

で
徴
税
さ
れ
た

の
に
、
三
年
目
以
降

は
羊

で
徴
税

す

る
の
か
理
解
困
難
と
指
摘

し
、

(b
)
は

ソ
グ
ド
商

人
に
封

す

る
規
定

、

(
c
)
は
遊
牧
民

に
封

す
る
規
定
と

し
た
。
し
か
し
齊
藤

勝
氏

は

「
唐
代
内
附
異
民
族

へ
の
賦
役
規
定
と
邊
境
杜
會
」

(
「史
學
雑
誌
』

二

七

-
三
、
二
〇
〇
八
)
で
、
こ

の
解
繹
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
す

べ
て
同

一

封
象

に
封
し

て
設
け
ら
れ
た
規
定

で
あ
り
、
そ

の
封
象
は
遊
牧
民

で
あ

っ
た

と
述

べ
る
。

石
見
氏
は
再
度

こ
の
規
定

に
關
し

て
論
讃
を
試
み
た
結
果
、

ソ
グ
ド
人

の

中

に
は
階
以
前
か
ら

「
百
姓
」
と
し

て
登
録
さ
れ
た
も

の
も
存
在
し
、
彼
ら

に
は
銀
銭

・
輸
羊
規

定

の
封

象
者

と
し

て
と

ら
え

る

べ
き

で
は
な

い
こ
と

(本
書

二
二
八
頁
)
、
都
市
部

の
ソ
グ
ド
商
人
に
は
銀
銭

に
よ
る
徴
税
を
課
し
、

遊
牧
系
羅
廉
州
民

に
つ
い
て
は
輸
羊

の
規
定
に
含
ま
れ
る

こ
と
を
讃
明
し
た
。

ま
た
、
石
見
氏
は
こ

の
よ
う
な
唐

に
お
け
る
邊
境
経
螢

の
破
綻
が
、
安
史

の
齪

の
原
因

に
關
わ

る
と
述

べ
る

(本
書

二

二
五
頁
)
。

こ
れ
は
、
非

常

に

興
味
深

い
指
摘

で
あ

ろ
う
。

以
上
が
、
第
1
部

　
ソ
グ
ド
篇

の
内
容

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
現
在

の
ソ
グ
ド
研
究
に
お

い
て
評
者

の
感
じ
る
注
意
貼
を
か
か

げ
た

い
。

そ

れ
は

ソ
グ

ド
人
特

有

の
姓

で
あ

る
と

み
な
さ

れ

て
き

た

「
康

・
安

・

何

・
米

・
史
」
な
ど

の
姓

を
も

つ
西

域
出
身

の
も

の
を
、
全

て

「
ソ
グ
ド

人
」
と
し

て
到
断
す
る

こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は

ソ
グ
ド
研
究

の
常
識
と
な

っ

て
お
り
、
も
ち

ろ
ん
評
者
も
そ

の
手
法
を
用

い
て
、

ソ
グ
ド
由
來

の
人

々
を

考
察
し
分
類
し

て
き
た
。

し
か
し
近
年
獲
見
さ
れ
た

「
鄭
巖
墓
誌
」

で
は
、
祀
先
が

ソ
グ
ド
人

で
あ

り
な
が
ら
、
鄭
巌
自
身
が

ソ
グ
ド
人
特
有

の
姓
を
名
乗

っ
て
い
な

い
こ
と
が

明
ら
か

に
さ
れ
た

(趙
振
華
、
中
田
裕
子
課

「
唐
代
小
府
監
鄭
巖
と
そ

の
ソ

グ
ド
人
祀
先
」

『内
陸

ア
ジ

ア
言
語

の
研
究
』

二
六
、

二
〇

一
一
)
。
こ

の
鄭

巖
は
鄭

と

い
う

姓

で
あ

る
が
、
そ

の
碑
文

に
は
祀

父
が
上
述

し
た
薩
寳

で

あ

っ
た

こ
と
、
祀
先
が
般
木
陀
と

い
う

ソ
グ
ド
語

で
讃
み
解
け
る
名
を
も

っ
て

い
た

こ
と

が
記
さ
れ

て
お
り
、
彼

は

ソ
グ
ド
人

で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
象
は

一
髄
何
を
意
味
す
る

の
か
。

そ
も
そ
も
、

二

一
世
紀
ま

で
の
研
究
に
お

い
て
は
、

ソ
グ
デ

イ
ア
ナ
に
居

住
し

て
い
た
人

々
が
そ

の
ま
ま
東
方

へ
移
住
し
、
中
國

に
や

っ
て
き
た
際
に

姓
が
必
要
と
な

っ
た

の
で
、
出
身
國

の
漢
字
音
を
姓
と
し

て
名
乗

っ
た
と
考

え
ら

れ
て

い
た
。

つ
ま
り
、
「
ソ
グ
ド
」
と

い
う
集
團

が
そ

の
ま
ま

中
國

へ

移
住
し

て
き
た
、
と
み
な
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
森
部
氏

・
評
者
が
提
唱
し
た

「
ソ
グ
ド
系
突
厭
」
と

い
う
概
念

は
、
そ

こ
に

「
混
血

・
融
合
」
と

い
う
新
し

い
祠
鮎
を
加
え
た
。
彼
ら
が
東

方

へ
進
出
し
、
中
國
内
部
に
定
着
し

て
い
く
聞

に
は
様

々
な
異
文
化
と

の
接

燭
が
み
ら
れ
、
諸
地
域

に
聚
落
を
作

っ
て
い
く
過
程

で
、
土
着

の
人
聞
と
混

血
し

て
い
く
と

い

っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
多

く
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も

「
ソ
グ
ド
人
」
と

い
う

「
民
族
」
は
、
本
當
に
存
在
し
た

の
で

あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く

ソ
グ
デ

ィ
ア
ナ

の
オ

ア
シ
ス
都
市
に
居
住
し

て
い
た

人

々
は
同
じ
言
語
を
話
し
、
同
じ
文
化
を
共
有
し

て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。
し

か
し
、

「
ソ
グ
ド
人
」
と
ひ
と
く

く
り
に
し

て
し
ま
え
ば
、
そ

の
よ
う

な
純

粋
な
血
統
を
持

つ
人

々
が
他

の
何
者
と
全
く
混
ざ
ら
ず
存
在
し

て
い
た
よ
う

な
錯
寛
を
生
み
出
す
。

つ
ま
り
近
代

に
な

っ
て
生
み
出
さ
れ
た

「
民
族
」
と

い
う
概
念
を
そ

の
ま
ま
當
時
に
投
影
し

て
歴
史
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る

の

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
。
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こ
の

「
ソ
グ
デ

ィ
ア
ナ
」
と

い
う
地
域
は
古
來
、
様

々
な
種
族

に
よ

っ
て

統
治

さ

れ

て
様

々
な

文
化

が
融

合

し

て
き

た
地

域

で
あ

る
。
た
と
え

ば
、

『奮
唐
書
』
巻

一
九

八
、
西
戎
傅
康
國
條

(中
華
書
局

版
、
五
三

一
〇
頁
)

に

は
、
陪
代

に
康
國

の
王
が
西
突
厭

の
葉
護
可
汗

の
女
を
嬰

っ
た
後
、
西
突
厭

に
臣
囑
し
た
と
記
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
西
突
厭
と

ソ
グ

デ
ィ
ア
ナ

に
お

い
て
、

支
配
者

レ
ベ
ル
で
も
混
血
が
進
ん

で
い
た

こ
と
を
示
唆
し

て
い
る

の
で
は
な

い
か
。

「
ソ
グ
ド
人
」
と

い
う
概
念
そ

の
も

の
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る

の
か
、

新
た

に
見
直
す
時
期

に
來

て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
評
者
は
痛
切
に
感
じ

て
い
る
。

第

2
部

ロ
ウ

イ

グ

ル
篇

石

附
玲

氏

「
唐

前
牛

期

の
農

牧

接

壌
地

帯

に

お
け

る

ウ
イ

グ

ル
民

族

-

東

ウ
イ
グ

ル
可

汗
國
前
史

1

」

で
は
、
天
寳
三

(七

四
四
)
載

に

成
立
し
た
東

ウ
イ
グ

ル
可
汗
國
が
成
立
す
る
以
前

の
歴
史
、
す
な
わ
ち

「
東

ウ
イ
グ

ル
可
汗
國
前
史
」
を
考
察
す
る
。

石
附

氏
は
、
そ

の
時
代

の
ウ
イ

グ

ル
を
と

り
あ

つ
か

っ
た
代

表
的

な
論

考

と
し

て
、
ア

ン
ネ

マ
リ
ー
H
フ
ォ

ン
H
ガ
バ

イ

ン
氏

(＼r
<
O
【P
O
P
σ
P
ごP
)

..9
Φ

閃
巳
ゲ
ひq
Φ
ω
〇三
〇
耳
①

9
興

d
戯
ξ
Φ
『

①
O
刈
-
録
『

≧
織さ
＼
賊さ

討
ミ

織
ミ

O
漢
ミ
ぴ
さ
ミ
叩ミ
＼
≧
ミ
ミ
ー
§

叙
§

忘
ミ
ぎ

謎
§

O
吻
ミ
鴇
§
吻
刈
卜○
"
(
一
九
五

二

年
)
と
羽

田
亨

「唐

代
回
鵠
史

の
研
究
」

『羽
田
博
士

史
學
論
文
集

上
巻
歴

史
編
』
(東
洋
史
研
究
會

、
一
九
五
七
)

の
二
つ
を
あ
げ

る
。
し
か
し
石
附
氏

に
よ
れ
ば
、
ガ
バ
イ

ン
氏

の
論
考
は
、
漢
籍
史
料

の
誤
解
等
が
多
く
見
ら
れ

る

こ
と
、
根
擦
と
し

て
い
る
研
究
も
誤
り

の
多

い
も

の
で
あ
る
た
め
安
心
し

鵬

て
依
捺

で
き
な

い
も

の
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、
羽
田
氏

の
論
考
は
雨
唐
書

な
ど

の
二
次
的
な
編
纂
史
料
を
用

い
て
お
り
、
考
察
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ

の
よ
う
な
問
題
鮎
を
解
決
す
る
た
め
、
本
論
は
詔
敷
な
ど

の

一
次
史
料
を
用

い
再
度
漢
文
史
料

の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
タ
イ
ト

ル
に
も

な

っ
て
い
る

「
農
牧
接
壌
地
帯
」

の
歴
史
的
重
要
性
な
ど
最
新

の
研
究
を
も

勘
案
し
、
本
論

の
主
題

で
あ
る
東
ウ
イ
グ

ル
可
汗
國
前
史

の
考
察
を
進
め
る
。

石
附
氏
は
ま
ず
、
七
世
紀
末
八
世
紀
初
め
に
復
興
し
た
突
厭
第

二
可
汗
國

の
勢
力

に
押
さ
れ
た
ウ
イ
グ

ル
の
分
裂
を
考
察
し
、
そ

の

一
派

の
う
ち
、
甘

州

・
涼
州

へ
南
走
し
た
も

の
を

「
河
西
南
走
部
」
と
し
、
南
下
せ
ず
漠
北
に

留
ま

っ
た
も

の
を

「
漠
北
残
留
部
」
と
名
付
け
た
。
そ

の
後
、
開
元
四

(七

一
六
)
年
、
抜
曳

固

に
黙
畷

が
殺
害

さ
れ
た
際
、
ウ
イ

グ
ル
は
、
同
羅

・
雷

な
ど

と
と
も

に
唐

へ
と
降

っ
た
。
彼

ら
は
、
大
武

軍

(山
西
省

馬
邑
縣

の

北
)

に
安
置

さ
れ
た

の
で
、
「河
東

南
走
部
」
と
名
付

け
ら
れ

た
。
さ
ら
に

河
西
南
走
部

の
動
向
を
考
察
し
、

こ
の
河
西
南
走
部

の
伏
帝
旬
が
赤
水
軍
使

に
任
命
さ
れ

て
い
た
可
能
性
、
南
走
部
と
赤
水
軍

の
關
係
が
深
か

っ
た
こ
と

に
着
目
し
た
。
こ

の

「
赤
水
軍
」
と
は
、
當
時

の
唐
朝

の
河
西
節
度
使
に
お

け
る
最
大
規
模

の
軍

で
あ
り
、

こ
の
軍

の
中

で
河
西
南
走
部
は
軍
事
的
に
重

要
な
地
位

に
あ

っ
た
と
石
附
氏
は
指
摘
す

る

(本
書

二
四
四

-
二
七
七
頁
)
。

第
三
節

で
は
、
河
東
南
走
部

の
動
向
を
考
察
し
、
封
突
廠
戦
争

の
主
要
な
戦

力
と
し

て
彼
ら
が
取
り
込
ま
れ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う

に
、
東
ウ

イ
グ

ル
可
汗
國
成
立
以
前

の
ウ
イ
グ

ル
を
と
り
あ
げ
、
詔
救
な
ど

の
史
料
を

精
力
的

に
用

い
て
、
そ

の
動
向
を
明
ら
か

に
し
た
論
考
は
こ
れ
ま

で
に
存
在

し
な
か

っ
た

で
あ

ろ
う
。
ま
た

こ
の
ウ
イ
グ

ル
が
分
裂
後
居
住
し
た
河
西
地

方

・
河
東
地
方
は
と
も

に
農
牧
接
壌
地
域

に
あ
た
り
、

こ
の
地
域

に
住
む
遊

牧
民
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、

こ
の
地
域
を
自
國
化
し
、
さ
ら
に
防
衛

の
任

務
に
當
た
ら
せ
る

こ
と

に
よ
り
國
防

の
役
割
を
も
推
わ
せ

て
い
た
と

の
指
摘
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も
興
味
深

い
。

田
中
峰
人
氏

「
甘
州
ウ
イ
グ

ル
政
灌

の
左
右
翼
膿
制
」

で
は
、

こ
れ
ま

で

オ

ア
シ
ス
都
市
國
家
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
甘
州
ウ
イ
グ

ル
を
遊
牧

民
と
し

て
位
置
づ
け
る
書
】期
的
な
論
考

で
あ
る
。

甘
州

ウ
イ
グ

ル
と
は
、
八
四
〇
年

に
モ
ン
ゴ

ル
高
原

に
存
在
し
た
東
ウ
イ

グ

ル
可
汗
國
が
四
散
し
た

の
ち
、
彼
ら

の
後
喬
が
甘
州
附
近

に
建
國
し
た
國

家

で
あ

る
。
田
中
氏
は
甘
州
ウ
イ
グ

ル
に
お
け
る
先
行
研
究

で
は
、
こ
れ
ま

で
主

に
そ

の
政
灌

の
中
心
地

で
あ

っ
た

「
張
抜
」
と

い
う
オ

ア
シ
ス
都
市

に

着
目
し

て
論
じ
ら
れ

て
き
た
た
め
、
商
業
的
役
割

の
み
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て

き
た
と

い
う
。
し
か
し
、
田
中
氏
は
、
古
來
こ

の
甘
州
は
多
く

の
遊
牧
民
が

流
入
し

て
き
た
場
所

で
あ
り
、
相
當
敷

の
遊
牧
民
を
内
包

で
き
た
土
地

で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
確
か

に
評
者
も
こ

の
地
域
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
、

こ

の
地
域

に
は
現
在

で
も
多
く

の
草
原
を
目

に
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

さ
ら

に
田
中
氏
は
、

こ
れ
ま

で
あ
ま
り
歴
史
研
究

で
用

い
ら
れ
な
か

っ
た

コ
ー
タ

ン
語
史
料
を
用

い
、
そ

の
中
か
ら
遊
牧
民
的
要
素
を
抽
出
し
た
。
特

に
氏

が
注

目
し

た
そ

の
要

素

と
は
、

テ
リ

ス

(左

翼
)
、
タ

ル
ド

ゥ
シ

ュ

(右
翼
)
と

よ
ば
れ
る
遊
牧
民
特
有

の
左
右
翼
膿
制

が
甘
州

ウ
イ

グ
ル
政
権

で
も
纏
績
し

て
存
在
し
た

こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
左
翼

・
右
翼

の
置
か

れ
た
地
は
、
イ
プ
キ

ン
タ

ー
グ

(焉
支
山
)
と
カ

ラ
タ
ー
グ

(合
黎
山
)

で

あ

る
と
述

べ
る
。

こ
の
よ
う

に
、

こ
れ
ま

で
商
業
的
性
格
が
強
く
論
じ
ら
れ

て
い
た
甘
州

ウ

イ
グ

ル
は
、
實
は
遊
牧
的
要
素
を
多
く
持

つ
國
家

で
あ

っ
た

こ
と
を
指
摘
す

る
。
ま
た
、

コ
ー
タ

ン
語

の
史
料
に
は
町

の
住
人
と
し

て
ソ
グ
ド
人

の
名
も

あ
げ
ら
れ
、
「
ソ
グ
ド
か
ら
ウ
イ
グ

ル

へ
」
と

い
う
本
書

の
タ
イ
ト

ル
通
り
、

雨
者

の
問

に
歴
史
や
文
化

の
流
れ
が
あ

っ
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

笠

井

幸

代

氏

「
古

ウ

イ

グ

ル
語

佛

典

奥

書

1

そ

の
起

源

と

獲

展

1

」
は
、
古

ウ
イ
グ
ル
語
佛
典

の
奥

書

に
注

目
す
る
。
こ

の
奥
書

に
は
、

そ

の
佛
典
が
誰

に
よ

っ
て
、

い
つ
、
ど

の
よ
う
な
目
的

で
作
成

・
翻
課
も
し

く
は
使
用
さ
れ
た

の
か
、
な
ど

の
情
報
が
記
さ
れ

て
お
り
、
ウ
イ
グ

ル
の
佛

教
信
仰

の
實
像
を
傳
え
る
史
料
と
し

て
、
非
常

に
重
要

で
あ
る
と

い
う
。

ウ
イ
グ

ル
は
八
四
〇
年
に
キ

ル
ギ

ス
に
攻
撃
さ
れ
四
散
し
た

の
ち
、

モ
ン

ゴ

ル
高

原
か
ら
天
山
東
部

に
移
り
住

み
、
西

ウ
イ
グ

ル
王
國
を
樹

立
し
た
。

彼
ら
は
も
と
も
と

マ
ニ
教
を
信
仰
し

て
い
た
が
、
こ

の
地
に
居
住
し

て
い
た

ト
カ

ラ
人

・
漢
人

の
影
響
に
よ
り
、
徐

々
に
佛
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
し

て
、

つ
い
に
佛
敏
は
西
ウ
イ
グ

ル
國

の
國
教
的
地
位
を
占
め
る
こ

と
と
な
る

の
で
あ
る
。
こ

の
奥
書
は

ウ
イ
グ

ル
に
佛
教
が
流
入
し
始
め
た

の

と
同
時

に
成
立
し
た

の
だ
と
笠
井
氏
は
指
摘
す
る

(本
書
、
三

二
三
頁
)
。

ま
た

笠
井
氏

は
、
こ

の
奥

書

の
書

式

の
起
源
を

さ
ぐ

る

べ
く
、

ソ
グ
ド

語

・
ウ
イ
グ

ル
語

・
漢
語

の
奥
書
を
比
較
し
た
。
こ
こ

で
氏
が
着
目
し
た

の

は
、
奥
書

の
功
徳

の
回
向
に
關
す
る
部
分

で
あ
る
。
回
向
と
は

「
自
ら

の
治

め
た
功
徳
を
他
に
も
差
し
向
け
、
自
他
共

に
悟
り
を
得
る
た
め
に
助
け
と
す

る
こ
と
」
を
指
す
と

い
う
。
古

ウ
イ
グ

ル
語

の
奥
書
に
は
、
こ

の
功
徳

の
回

向

の
な
か

で
も
、
守
護
柿

へ
の
回
向
が
存
在
す
る
が
、

ソ
グ
ド
語

・
漢
語
文

い
ず
れ

に
も
守
護
肺

へ
の
回
向
は
存
在
し
な

い
と

い
う
。

で
は
、

こ
の
守
護

柿

の
回
向

の
箇
所
は
な
ぜ
導
入
さ
れ
た

の
で
あ

ろ
う
か
。
笠
井
氏
は
、
こ
こ

で
敦
焼
出
土
文
献
中
に
見
え
る
願
文
と
比
較
し
、
古
ウ
イ
グ

ル
語
奥
書

の
回

向

の
部
分
と
見
事

に

一
致
す
る

こ
と
を
襲
見
し
た
。
そ
し

て
、
西
ウ
イ
グ

ル

王
國

に
お
け
る
佛
教
成
立
に
は
、
敦
煙

の
漢
人
佛
教

の
影
響
が
非
常
に
大
き

い
と
結
論
づ
け
た
。
我

々
は
從
來
、

ソ
グ
ド
人
と
遊
牧
民

の
關
係
が
深
か

っ

た
こ
と

に
よ
り
、
遊
牧
民
に
封
す
る

ソ
グ
ド

の
影
響
力

の
大
き
さ
を
す
ぐ
に
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連
想
し

て
し
ま

い
が
ち

で
あ
る
が
、
笠
井
氏

の
指
摘

に
よ

っ
て
、
個

々
の
事

象

に
封
し

て
詳
細
な
検
討
が
必
要

で
あ
る

こ
と
が
讃
明
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

最
後
を
締
め
く
く
る

の
が
編
者
森
安
孝
夫
氏
執
筆

の
論
文

「
シ
ル
ク

ロ
ー

ド
東
部
出
土
古
ウ
イ
グ

ル
手
紙
文
書

の
書
式
」

で
あ
る
。
本
論
文

で
扱
う
古

ウ
イ
グ

ル
手
紙
文
書
と
は
、
主

に
九
世
紀
～

一
四
世
紀

に
書
か
れ
た
ウ
イ
グ

ル
文
字
を
用

い
て
古
代
ウ
イ
グ

ル
語

で
書
か
れ
た
手
紙
を
指
す
と

い
う
。

本
論

文
は
ま
ず

ム
らミ

ト
鴇
§

ミ

O
介
卜。O
O
O。
に
第

5
章

ま

で
英
文

で
獲
表

さ
れ
た
も

の
を
改
訂
し
、
「
は
じ
め

に
」
、
第
1
章
～
第

6
章
ま

で
が

『大
阪

大
學
大

學
院
文
學
研

究
科
紀
要
』
第

五

一
巻

(
二
〇

一
一
、

一
⊥

一二

頁
、

以
下
、
森
安

二
〇

一
一
と
す
る
)
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ

の
後
編

の
第
七
章
か

ら
第

=

三
早
、
「
お
わ
り

に
」

が
本
書

に
掲
載

さ
れ

て

い
る
論

文

で
あ
る
。

前
編

の
内
容
は
紙
幅

の
關
係
上
、
こ

こ
で
詳
し
く
は
述

べ
な

い
が
、
古
ウ
イ

グ

ル
手
紙
文
書
研
究

の
歴
史
學
的
意
義
が
前
編

「
は
じ
め
に
」

で
述

べ
ら
れ

て
い
る

の
で
、
こ

こ
で
紹
介
し

て
お
く
。

森
安
氏
は
古
ウ
イ
グ

ル
手
紙
文
書
な
ど

の
古
文
書
を
研
究
す
る
上

で
、
書

式
研
究
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

こ
こ
で
い
う
書
式
と
は
、
ど

の
よ
う
な
項
目
が
ど
う

い
う
順
序

で
記
載
さ
れ
る
か
と

い
う
構
造
面
が
想
起

さ
れ
よ
う
が
、
實
際
に
は
慣
用
表
現

(あ

い
さ

つ
な
ど

の
常
套
句

・
決
ま
り

文
句
)
な
ど
も
含
ま
れ
、

こ
れ
ら
は
異
言
語

・
異
民
族

の
問

で
の
文
化
交
流

に
よ

っ
て
、
比
較
的
容
易

に
傳
播
す

る
と
氏

は
述

べ
る

(森
安

二
〇

一
一
、

二
頁
)
。
異
民

族
が
交
流
す

る
う

ち
に
、
そ
れ
ぞ

れ

の
文
化
が

そ
れ
ぞ
れ

の

文
化

に
浸
透
し
融
合
す
る
、
と

い
う
現
象
を
歴
史
學
的

に
検
讃
す
る
こ
と
は
、

本
書

の
大
き
な
目
的

で
も
あ
り
、
先

に
述

べ
た

「
ソ
グ
ド
系
突
廠
」

の
よ
う

な
存
在
も
そ

の
よ
う
な
現
象
を
具
現
化
し

て
い
る

一
例
と

い
え
よ
う
。
そ

の

鷹

よ
う
な
歴
史
観
を
も
ち
な
が
ら
文
書
研
究
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
、

こ
れ
ま

で

一
元
化
し

て
述

べ
ら
れ

て
き
た
歴
史
観
を
覆
す
上
で
も
、
非
常
に
重
要
な
こ

と

で
あ

ろ
う
と
評
者
も
實
感
す
る
。

さ

て
、
本
論
は

7
章
か
ら
12
章
、
「
お
わ
り

に
」
、

で
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
前
編
か
ら
引
き
績

い
て
、
古

ウ
イ
グ

ル
語
手
紙
文
書

の
定
型
句
や
慣

用
表
現
、
挨
拶
文
言
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
。

こ

の
詳
細
か

つ
綿
密
な
分
類
は
、
長
年
古
ウ
イ
グ

ル
語
文
書

の
研
究
に
携

わ

っ
た
森
安
氏
に
し
か

で
き
な

い
、
非
常

に
大
き
な
功
績

で
あ
ろ
う
。
世
界

に
分
散
す
る
古
ウ
イ
グ

ル
語
文
書
を

で
き
る
か
ぎ
り
網
羅
し
、
分
類
す
る
に

は
相
當
な
年
月
が
費
や
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
氏

の
研
究

に
お
け
る
集
大
成

で
あ
る
と

い
え
る
。

た
だ
、

こ
の
分

類
は
非
常

に
細

か
く
分
け

ら
れ

て
お
り
、
「
特
徴
を
抽

出

し
仕
分
け
る
」
と

い
う
鮎
に
お

い
て
、
古
ウ
イ
グ

ル
語
を
專
門
と
し
な

い
研

究
者

に
は

い
さ
さ
か
扱

い
づ
ら

い
も

の
と
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

最
後

に
第

3
部

の

「
行
動
記
録

篇
」
に

つ
い
て
簡

軍
に
言
及

し
て
お
く
。

こ
の
行
動
記
録
は
本
書

の
大
き
な
特
徴

で
あ
ろ
う
。

こ

の
科
研

の
特
色
は
、
現
地
調
査

に
赴
き
、
景
観
や
植
生
を
詳
細
に
観
察

す

る
こ
と
も

目
的

の

一
つ
で
あ
り
、
我

々
は

メ
ン
バ
ー

で
分
憺

し
な
が
ら
、

現
地

の
植
生
や
高
度
を
移
動
車

の
中

で
記
録
し

て
い

っ
た
。
そ

の
作
業
を
通

じ

て
、
史
料
を
讃
む
だ
け
で
は
得
る

こ
と

の
で
き
な

い
、
實
際

の
地
形

の
高

低
差
な
ど
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
調
査

の
後

の
史
料
讃
解
に
お

い

て
も
、
リ

ア
リ

テ
ィ
ー
を
も

っ
て
讃
み
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
を
調
査

メ
ン
バ
ー
は
實
感
し

て
い
る
。

以
上
、
本
書
は
現
地

調
査

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
硯
鮎

か
ら

ソ
グ
ド

・

ウ
イ
グ

ル
讐
方

の
生
み
出
す
歴
史

・
文
化
を
再
考
し
た
も

の
で
あ
る
。
現
地

調
査

で
得
た
出
土
文
書
や
石
碑
な
ど

の
史
料
を
多

く
用

い
、
最
新

の
研
究
成
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果
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。
非
常

に
學
界

へ
寄
與
す

る
と

こ
ろ
が
大
き

い
と

い

ー

え
よ
う
。

本
書

の
出
版
を
き

っ
か
け
と
し
、

ソ
グ
ド

・
ウ
イ
グ

ル
研
究

の
新
た
な
進

展
が
期
待
さ
れ
る
。

二
〇

一
一
年

=

一月

東
京

汲
古
書
院

一
六
+
六
=
二

頁

一
八
〇
〇
〇
圓
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